
講演録
こんにちは。今日はお招きいただきましてありがとうございます。ただ今ご紹介いただきました通り、和歌山県田辺市で市役所の保健師として20数年間勤めさせていただいた中の７年間、最後の７年間は、ひきこもり相談窓口を市が開設しまして、その担当、当初３年間はひとりで担当してきました。人生というのは本当にいろいろと何が起こるのかわからないもので、私もこの支援に出会わなかったら、今ここにはいないと思いますので、みなさんとの出会いというのは非常に貴重なものだと思います。
黒板に『若者の自立とは、私たちにできること』というタイトルを頂戴いたしましたが、ちょっとタイトルを変えまして、『実践から見える支援のあり方、その時家族は』ということですすめていきます。今日参加のみなさんは、たぶんご家族の方が多いのではないかと思います。

ひきこもり支援の特性というのは、みなさん体験されてきているところで、非常に長期に渡ってくること、家族はなすべきことはあらゆる手を尽くして一所懸命されてきている今だと思います。そんな中で、家族だけではこのひきこもり支援というのはなかなか解決しがたい。それは、親子だからこそ距離が近すぎたり、あるいは感情のコントロールが双方共にできにくくなったりとか、いろんなことからそんなことが派生してくるのだろうなと思います。
私はひきこもり支援には、第三者の介入なくして解決はないと思っています。私がこのひきこもり支援を担当することになって、約300から400家族のご相談を受けました。マスメディアによって北海道から沖縄までご相談が入りました。しかし、市民のための窓口ですので、委員会等でご相談した結果、合併を控えた10町村以外はお断りして、その地域の専門的な機関を紹介しようということになりました。最終的には5町村が合併したんですけれども、その10町村のご相談を受けてきました。その中で感じたことは、どの家族も一所懸命いろいろと苦労されてきた。子どもさんに対応されてきたということなんですね。また子どもも何も反応しないようでも、非常に内面の深いところで葛藤を繰り返してきています。
まず家族のご相談から、入ることが多いのですけど。その７年間で何人かの青年に出会い、そして何人かの青年が大学へ進学したり、高校の大検を取ったり、それから就職をしたりアルバイトをしたり、一人暮らしをするようになっていきました。そういういろんな多くの青年と出会って、やはりこのことは、和歌山だけの問題ではないと思うようになりました。ひとりで抱えていては何もできないです。第三者の立場にある支援者も、ひとりで抱えるのではなくて、地域にネットワークをつくっていくころ
・・・いろんな方がそのことに向き合って、協力し合っていくことが必要だということを痛切に感じましたので、そのことをお伝えしていく場を持ちたいと思って、今の方に移りました。
今日の私のつたない話の中で、みなさんが何か一つでも持って帰ってくださって、お役に立つことがあればと思っています。では始めたいと思います。
 
＜ひきこもりの定義＞

　ひきこもりの定義というのは、みなさんご存知だと思います。斎藤環先生が『社会的ひきこもり―終わらない思春期』という本を書かれ、その当初、いろいろ社会を賑わせた17歳14歳問題があり、そのことを受けて厚生労働省の研究班が、精神保健センター、保健所、市町村でどう対応するかということをまとめた『ひきこもりガイドライン』を平成13年の夏に暫定版として出しました。その2年後の15年には完成版ができましたが、研究班の方ではここ９年ずっと研究を続けてこられまして、もうすぐ新ガイドラインが出されます。ここでは、20年度の研究班の報告書を使って説明させていただきます。
従来の社会的ひきこもりと前のガイドラインにもありましたように、「さまざまな要因の結果として社会参加を回避し、原則的には６ヶ月以上に渡っておおむね家庭に留まり続けている状態」を指す現象状態の概念です。また、「ひきこもりは、原則として統合失調症の陽性あるいは陰性症状に基づくひきこもり状態とは一線を画した非精神病性の現象として、実際には確定診断がなされる前の統合失調症が含まれている可能性は低くない、ということに留意すべきである。」となっています。

ひきこもりというのは病気ではありません。病気というのは精神的な狭い意味での病気です。みなさんご存知だと思いますが、以前は精神分裂病と言われていまして、今は「統合失調症」と名前を変えた病気のことを言います。
病気ではないけれども、ひきこもることが、ひきこもる前から精神症状を示す人もあれば、長くひきこもることによって、二次的に精神症状を伴ってくる人たちもいます。そういう状態を含めて、広い意味での精神障がいということができるわけですね。
この定義の特徴ですけども、不登校とひきこもりは別々に分けて考えられていましたが、不登校の中にもひきこもる状態像を示す人がいますので、義務教育期間の小学校に入る頃から、ずっと大人になるまで、思春期青年期を含めて、ひきこもりということを考えるということを推奨されています。
ひきこもりとは、メンタルヘルスの問題であり、精神保健福祉の問題であり、個々の精神障がいを把握することを評価の中心に捉えるべきであることを提案されました。

精神障がいには、診断基準というのがあります。これが精神科の先生たちが使われているアメリカの診断基準でDSM-ⅣとかICD-10とかいうのがありますが、これら全ての障がい概念を含んでいます。
＜ひきこもりの出現率＞

ひきこもりの出現率というのは、斎藤環先生が社会的ひきこもりの本で紹介された時には100万人といわれました。それが広がって、その後調査はいろいろ行われていますが、実数を把握することは困難です。したがって、ランダムに抽出した中での調査による概数を出しています。もちろん、田辺市に窓口ができる時にも行政はその窓口にお金をかけていく時に、本当にそのニーズがあるのか、どんな実態かと必ず聞かれるんですが、実態はなかなかわからないのが現実です。潜在化したニーズですから、もしそれが全てわかるのであれば、もっと早くいろんなことが解決につながりますけれども、静かに眠っていることであるからこそ、これだけこじれて、いろいろと大変な思いを、ご家族共々されてきたのだと思います。
この川上憲人教授らが取り組んだ世界精神保健日本調査というのが、そのうちまとめられると思いますが、これが最も信頼性の高いものであるということで、生涯有病率1.2％ということは100人に1人ちょっとの人が生涯の間にひきこもることが有り得るということです。で、子どもを持つ世帯数が0.5%で、住民基本台帳に基づく我が国の総世帯の0.5％というと、255,510世帯ということになり、少なくともそれだけの人が推定されるということで、これは非常に少なく見積もった数になると思います。
私も支援をしていく中で、ご兄弟が１人ひきこもられると（あるいは不登校になられると）、２人３人いらっしゃる子どもさんが次々とみんなそういう風にひきこもるというような、悲惨な状態になっているご家庭にも出会いました。最近は少子化で、出生率が２を割り込んで人口が維持されるほどの子どもの数が生まれてきませんので、もう少し少なくなってくると思いますが、支援が後手になっているので、今までのひきこもっている人たちは、既に30代から40代と、ひきこもっている青年の高齢化というのが問題になってきています。
＜ニートについて＞

ニートというのは、もうみなさんご存知だと思います。「仕事も就職活動もせず、教育も職業訓練も受けていない若者」ということで、非労働人口のうちの15歳から34歳という年齢に区切りがありますが、卒業者、未婚であって、通学、学籍をおいていないということですね、通学、家事をしていない者と定義されています。この34歳を遥かに超えた年代の人が今在宅でいらっしゃる状態が増えてきているという状況があります。
このニートの概念からいうと、ひきこもりの定義は、このニートの概念に含まれてしまうわけですね。当然ニートの人の中には、ひきこもりではない状態の人もいらっしゃいますけれども、この概念の中にひきこもりの方は含まれてくるということになります。では、34歳以上になったひきこもりの方はどのような枠組みの中で支援が受けられるのかということが課題になってくると思います。
特にこのニートの問題は、23歳や19歳というところにピークがあって、大学や高校卒業した直後の若者の問題と言われています。今現在はいろんな経済状況もあって、今年なんかは高校卒業生の就職も非常に厳しいし、大学を卒業した人たちも厳しいです。そういう状況の中で本当に就職はして働きたいけれども、仕事にはうまく就けないということで思い悩んで、またこういう風にひきこもっていく状態になってしまうという青年も増えてくるのではないかと思っています。
＜回復のゴールとは＞

回復のゴールですけれども、まずこころの問題ということで、こころの健康を取り戻すとともに、地域社会の中で、自分の在り方を取り戻していくこと。そして、自宅以外の場に自分の居場所を見つけ、人との交流の場を見つけ、学ぶ場、あるいは働く場、社会に貢献する場を見つけていく過程だと思います。
私は必ずしも、学校に行くとか仕事に就かなければならないという風には思っていません。私が田辺市で支援をしてきた時には、青年にやっと出会えた時、私から仕事や学校の話を一切したことがありません。
青年の自助会で何人かが集まった中で、自分たちからいろんなことを話し合い出した時に、「みんな今の社会の価値観の中で、やっぱり仕事はやらなくっちゃと思ってしまうというか、まわりの価値観に合わせて、仕方なく仕事をしたいと言っている子も中にはいると思いますが、仕事をしないで生きていく方法を考えてみませんか。」と言って話し合いの場に提案した時、えらくみんなに怒られたんです。「私と同じように考えてみようという人はいないの？」と言うと、みんなシーンとなってしまった。結局、どの子も仕事をしなきゃいけないと思っていて、そう思う気持ちが、非常にしんどさを深めているのだなと思いました。

同時にご家族も、家族自身の望む生活の場を見出していく過程で、子どもさんがひきこもることによって、お父さんお母さんの老後の計画が崩れてしまって、自分たちの楽しみもできずに鬱々とした状態で、日々心の中で葛藤されている方が非常にたくさんいらっしゃいます。

また、本人にとっても家族にとっても、ひきこもりという状態の中で失ってしまった希望や自分自身に対する肯定的な感覚、地域とつながっている感覚を再び見出していく過程であると思います。

家族はもちろんお仕事をされていたり、家事をされていたり、地域の活動をしながら、社会には参加されていますけれども、表面的に参加しながらも、自分ところの実態は外には話せず、隠して、ひたすら隠していて、本当は近所の人たちとか周りの人が気づいているけれども、声をかけることができない近所の人たち、という状態の中で本当に非常にしんどい、苦しく辛い思いを背負っていく。

そういう背負った家族を見る時に、家の中でまた部屋の中で安定した場を求めてひきこもっている青年は、親の姿を見る度に、自分が親をこういう風に追い込んでいるのだと。自分の存在がどうなのか、自分の存在がいなくなればいいのではないか、生きている意味ってなんなのだろう。自分の存在を失ってしまいたい、なくしてしまいたいけども、それもできない。そんないろんな思いで葛藤しながら、部屋の中でひとり孤立した生活をしているということが多いように思います。

このような回復の過程というのは、失ってしまった人と人との関係性を再び取り戻す中で生じてくるものだと思います。で、人との関係が取り戻してこられた時、再び社会の中へ出て行こうかなというプラスの活力をもらうことになります。

青年の自助会の中で、彼らは自分たちで、家庭の中で何がよかったかとか、親との関係のこととか、学校でのこととか、いろいろな事について話し合った中で、自分たちでテーマを広げていき、最終的に“仕事”について考える方向に向かいました。

本当にそういう話題を通じて、自分たちでお互いに支えあったり、いろんな感情を共有して、励ましあい、支え合える関係ができた時、一人が車の免許を取りに行き出したりすると、次々と知らない間に他の人も車の免許を取りに行って、家族に送り迎えしてもらったり、公的交通機関を利用してそこから徒歩でセンターに歩いてきた子が、自分の足で単車やあるいは親の車を借りて動いてくるようになり、帰りたい時には自分で帰れるという自由をつかむことができるのですね。親に送ってきてもらうということは迎えに来てもらわなければならないのですね。そのしんどさというものをみんなが感じていたわけです。そんな中でも、親に遠慮をしながら、一所懸命何とかしようと模索していた青年たちに出会ってきました。

＜活動地域、和歌山県田辺市について＞

これ、和歌山県田辺市ですが、旧田辺市は本当小さなところだったのです。私が就職した頃は、年間1000人の子どもが生まれていましたが、私が辞めるころは600人ぐらいに減っています。そしてその海辺に面しているところが広がらず、南が白浜町、北が南部町・・・みなさんご存知ですよね、温泉で有名、梅で有名な南部白浜町とは合併されずに、そして山奥に向いて深く、龍神温泉や、本宮町にも温泉が、渡瀬温泉とか、三大美人湯というのがありますが、そういう山奥に向けて合併することになりました。しかし、人口は10万人を超すことがなく、8万2000人で、日本で２番目ぐらいに大きな土地の面積をもつところで、大阪の半分ぐらいの面積になっていると思います。近畿でトップに広い面積。人口密度は非常に小さいです。本当に海からすぐ山が見えます。
これは旧田辺市の山の上にある大坊というみかんのすごくおいしいところですね。そこから海を見渡した太平洋に面したところ、ちょっと小高い山がありながら海に面して行く。平野というのがあまり広がっていなくて、本当にすぐ坂がある。市役所と保健センターは平地にあるのですけれども、もし地震が起こって津波が来れば、海抜７ｍぐらいで浸かっちゃうような場所で。そして保健所とか病院は山の上の方の高いところにある。だから通って行こうかなと思っても、交通機関が自分の車か、バスとかがあまり走っていなくて利用者も少ないので、ほとんどのご家庭には車があるような町です。

海は非常にきれいで、視察に来られた議員さんとかが控え室の部屋のところからすごくきれいな風景が見えて、「こんな環境のいい所で不登校のお子さんとか多いのですか」とか言われました。不登校の数も、たとえば、ひきこもりの数はわからないですけれども、ニートの数というのは国の調査で出てきていますけれども、全国でもまあ、だいたいワースト10ぐらいのところで、決して少なくはない状態です。
ただ、仕事がなかなかない田舎なので、都会に出た子は帰ってきません。だから地元で家業を継いでもらおうと思っても、商売もまた農業も漁業も林業も非常に苦しい状態になってきています。
＜外の居場所ができるまで＞

取り組みの経過についてですが、このハッピーというのは、不登校のまま学籍を失って、社会に参加できないでいる子どもたちの会を、私の高校の時の恩師であり、最後は養護学校に勤め退職された方が支援をされていました。当初、自宅を開放して支援をされていまして、昼夜関係なく、そしてまたハッピーのメンバーはいろんな子が入っていましたから、非常に大変な支援を・・・もうご高齢の方ですけれども、いまだにまだ、居場所のハートツリーというところで運営委員長をされていますけれども。本当にすごいな、と思いますが、その方がずっと支援を続けて来られたのですね。

その中でいろんな関係機関を渡り歩いて、病院・・・あの、田辺は、精神科の開業医さんが居ないんです。個人医院はないんです。市長が管理者である広域の病院はあるんですね。こころの医療センターという精神科があるだけです。その精神科から、和歌山というのは長期入院が多くて、とにかく地域へ病気の患者さんを返していこうという動きの中で、地域で作業所運動が、歴史は古く活動が活発になりました。

最初は知的障がいの作業所運動から、そこに精神障がいの方がおいでるようになって、新たに法律ができる前から作業所運動をしてきた、という土壌があります。そういった土壌の中で病院や精神の作業所やあるいは市役所や、いろんなところを、ご家族と一緒にその恩師の先生が渡り歩くのですね。何とかしてほしいと。もう、家を開放しても自分は年を取るし。家を開放するということは、公私がまったく区別できないのですね。電話だって夜もかかってくるから大変で、せめて居場所だけでもどこか提供してほしいと。

で、また、そのことを理解した議員さんがいらっしゃいまして、ひきこもりの支援について、議員の質問が平成９年に出るわけです。不登校としての質問はまた別にあったでしょうが、ひきこもりの支援として、「学籍を失った後の青年たちをどうするのか」という質問が出ました。

そして、生涯学習課の方で学習活動助成事業として、１年間５万円だったと思いますが、年間の活動費として出されました。わずか５万円です。電話代とか青年たちと作業する費用など全部持ち出しでされていたわけです。

今は居場所になって…居場所は、最初窓口ができた時に、国の100％補助金を探しまして。行政の中の資料いっぱいひっくり返したんです。そしたら使えるのがありました。最初１年間は準備として、100％予算がつきました。でも、２年目にはつかないということで、どうしたものかということで、精神の小規模作業所の活動費を流用する形で使えないかということで、県に働きかけて使えるようになってきたのですね。
そうしながらも、わずかなお金です。人件費を２人分とかしたらワーキングプアの人件費で、先生は持ち出しの給料なしで毎日働いて、かなりの持ち出しをしながら、まして最初は予算というのは初めからくださらない。後付でくださるので。最初運営活動費として、ひきこもりの検討委員会の委員の何人かが融資として
、10万円ずつ出し合って100万円の運転資金を用意して、借家を借り、借家を借りるにもいろんな人が関わって、近所のご理解を得て、そしてスタートしてくるのですね。
こういう活動費が３年間続き、また活動費が切れる頃に再び議員質問が起こるわけです。それまでの間、行政内の保健と福祉と教育の部門が話し合いを繰り返してきました。専門職は保健の分野に保健師とか看護師とか理学療法士や栄養士がいる以外は、あとは学校の先生が教育委員会にいらっしゃるというだけ。学校教育課にいらっしゃるので、学校のくくりになってしまうので、それ以降ということになると、やはり保健師さんのいるところかなぁという事になりまして、そこに窓口を設置することになったんです。
で、その窓口を設置するにしても、担当者だけで支援ができるものでもないからということで、既存の委員会、母子保健連絡協議会というのがありまして、その協議会で相談をした結果、新たなひきこもり検討委員会を立ち上げて行うことになったんですね。

資料の３ページ目がひきこもり検討委員会のメンバー構成ですが、まず、そういう関係者に集まってもらって、みんなで話し合っていろんな知恵を出し合おうということでスタートしました。窓口担当である私のところには、電話が１台設置されただけです。電話１台設置で、相談が開始されました。その時には、社会資源といえるものは何もなかったです。

それで、相談を受けながら、ご家族のニーズ、あるいは本人さんのニーズは何なのかということを探り、委員会で話し合い、準備にかかりました。ご家族の相談で本人さんがいきなり来られるっていうのはめったにないんですけれども、なかには数人いらっしゃいまして。

せっかく出会えたのにその本人さんが行くところがないというのでは、また何かやる気を削いでしまいますよね。再び気持ちが落ち込んでしまう。そんなことにならないように相談と並行して、居場所を見つけることが大事なのではないか？　ハッピーのような集まれる場所、それが外に必要だ。それが居場所だったんです。

そのための家を探すのにずいぶんかかりました。半年以上かかったかな。で、ようやく見つけてご理解をいただいて、そして開設しました。場所が見つかり、家を借りて、半日単位で開くようになっていくわけです。

ちょうど１年くらい経ってくると、出会える青年が２，３人になり、２，３人くらいから居場所がスタートするんですね。その前には、家族の会もスタートさせました。また、並行して家族も３人集まれば家族会になりました。みんな話し合える場、支援者との１対１の関係ではなく、お互いに同じ境遇で経験した者同士が話し合える場を持とうということでしました。

そういう家族会や青年の自助会ができた時、この資料に赤字で入っていますね、これ特徴ですね。新たに委員会の中に入っていただいて、そしてニーズをみなさんの中に出してもらおうということで組織しました。

こんなこと聞いたら、家族とか本人が行政の人もたくさんいるそんな大勢の委員会の中に行けるの？と思われるかもしれませんが、家族会が非常に元気な家族会になったんです。もちろん、いろんな家族会があると思うんですが、うちの家族会は、よく集まる時で20人くらいが集まり、そして20人の中の、今日もね、男の方が何人かいらっしゃいますけど、こんな感じでご夫婦で来られる家族もたくさんありました。で、みんなちょっとずつ元気をエンパワーメントしていただいて、非常に明るい家族会だなと。NHKが入った時にもそうおっしゃってくださいました。NHKが入ってくださる時には、顔を映さないでということだったんですが、首から後ろ
はOKよ、声もOKということで、今はそれがビデオになって、各精神保健福祉センターに教材として配布されていまして、そういう協力もしてくださいました。また、青年は外へ出て来られるようになると、意外と顔を出してくれて、そこで自分の体験を語ってくれたりもしました。

赤字で掲載されているNPO法人は、ちょっと次を見てもらったらわかりますけれども、新たに支援が始まってからできたNPOですね。上の四角枠は行政内でやっていることです。ひきこもり相談窓口、電話１台置かれたところと、検討委員会が車の両輪のような形で並行して支援がなされます。下の四角枠はすべて後からつながっていったものです。
その中で既存にあったものというのは、「紀南障がい者就業生活支援センター」という障がい者の就労の支援をしているところだけです。残りは全部、窓口がスタートしてから、ニーズに応じて新たに生まれたもの。あるいはデイケアなんかにボランティアさんで関わってくださった人たちが、「これは優先課題だ」と言って、元養護学校の先生が知的の子どもさんの作業所を作りたいと思って辞められたけれど、先にひきこもりの支援が優先だよね、と言って
始められたものです。

＜当事者の家族による、独自の運営会のメリット＞

そして、行政の中でやっていた家族会も、１年間行政主導でみなさんに来ていただいて、曜日だけ決めて、お休みの方には連絡してという形でやってきたんですが、自分たちで会長を決め、会計の人も決めて、そして自分たちで会場を借りてやっていました。センターに無料で貸し出しできる部屋があるんですが、３ヶ月前からしか貸してもらえないので、３ヶ月前には予約を入れるという形で、そして休んだ方には自分たちで連絡網を作って連絡するという形で、自分たちで独自に運営をし始めました。

そうすると何がメリットかというと、自分たちでいろんな社会活動ができます。行政に対する働きかけもできます。また、市内の市民に限らず、市外の方たちも入ってもらうことができます。ただ入って来られる時に、一応、社会的ひきこもり、まず病気で治療が優先だという方には、あるいは他の社会支援が使える方が、ここでいるよりはもっといい支援が受けられるかもしれないということで、そういう方の見極めをしてほしいということで、
相談が家族会から入ってくるということもあります。そういう方にはそういう社会資源を紹介するという形ですすめてきました。電話が設置されて、その後パソコンでメール相談もできるようになったんですね。ファックスも受けられるようになって、電話の受付は２時から４時で、あとは留守電に回ると。来所になった相談には、ほとんど私が入るという状態になっていきました。

＜まず、ひきこもりの背景と病気・障がいの有無を見極める＞

まず大事なことは、もちろん関係を作るということですけれども、そのひきこもっている背景を見極めるということです。やはり専門職であるが故に、そこをきちんとしなければいけません。この委員会の窓口を担当するまでに、私は障がいのある子どもさんの保育園に行く前の通園事業というのを立ち上げるボランティアをやってきたのですが、その時に一緒に立上げに関わった精神科医の先生から、「目良さん、あんたな、子どもたくさん見てきているから、発達（障がい）は見落とさないだろうけど、統合失調症を見落とすなよ。」と言われました。

発達障がいは、生まれつき持っているものですから、適切な関わりがなければ二次的にいろんなことを起こしますが、だからといって、すぐどんどん悪くなっていくということではありません。

でも、病気の場合は薬で治療受けなければ、どんどん悪くなってきて、思考活動が落ちてきたりします。だから早く・・・今はいい薬がありますから、早く治療をして、そして社会参加につないでいくということの方が優先されるので、それを見極めることは、非常にプレッシャーになりました。

でも、私が相談を受け始めて２、３ヶ月もたたない時に、お母さんから電話があったんです。匿名性がありますね、電話の場合は。だから、必ずしも市民であったかどうかは、はっきりわからないのですが、少なくとも保健所管轄内の人だったんですね。それで
お話を聞いていますと、高校生の不登校の子どもさんだったんですが、もし、電話がなければ不登校のままずっと引っ張ったんだろうなと思います。そのうち休学して…と。
私もこの支援に入って分かった事ですが、不登校になってしまうと、高校の場合は、家庭訪問とか先生からのアプローチもほとんどありません。そして、学年が変わってしまっても、先生が変わってしまっても、先生の顔を知らないままに退学していくという事例もたくさんあります。ある意味エアーポケットですね。本当に重要なところだと思います。15歳から18歳のところというのはね、ちょうど思春期心性もあって、本人さえ何かわからない穴に落ち込んだような状況で、「そうだった。」と後から元気になってから語ってくれたりするものですから、本当に一番大事なところだと思うのですけれども。そういう見落としがあってはいけない、見極める部分というのがプレッシャーかけられていただけに、相談を聞きながら、あ、これは病気だろうなと。

部屋は閉めこんで暗くして、ほとんどじっとして動かない、ということだったんですね。お風呂なんかにも入らないとかね。そういうことが出てくると、やはり病気をちょっと疑ってもらった方がいいと思います。ただ、お母さんがそのことをいきなり言っても受け入れてもらえるかどうかわからないですから、私の場合、お話をしていく中で「病院でも行こうかな。」という風に軽い感じで言ってくださる方には、速やかにお医者さん・・・ひとつしかない病院を紹介するわけです。

その
方の場合は、保健所の相談、こころの相談といって、精神科の先生が相談に来てくださる日が月に１、２回あった
ので、そこを紹介しました
。それで行ってくださったので
すが
、すぐ入院になりました。治療されて、
その後どうなったか私にはわからないんですが、まずきちっとレールに乗ったであろうと思います。そのことは非常に大事です。
だからこそ、ご家族は、そういう知識があるわけではないけれども、何とかいつかは元気になってくれるだろうと思って、明らかに状態がおかしいのをそのまま、家に囲いこんでしまわないように、早く医療、あるいは保健所のそういう相談につなげて戴きたいと思います。それがその子のためだと思うのです。なかには医療の方に先にかかられて、医療の方から、今のところはひきこもっているということで、こちらで支援をお願いしますと紹介されて来る事例もあります。統合失調症というのは、明らかな陽性症状が出てきて、診断がパッとつく場合もあるんですけれども、診断がいろいろ分かれていて、医師ですらなかなか最後の診断がつかないケースもあります。
私がものすごく
大変な思いをしたのは、そういう紹介で引き受けて、支援をしていくうちに、やっぱり気になる。医療も時々はかかってくれているけれども気になる・・・で、どうしても気になるので、早めに元の先生にお返ししたくて、診察の予約を入れようとしたんですが、予約がいっぱいですぐには入れなくて、ひと月ぐらい先になったんですね。そうしたら、その診察までのひと月を待たずして1,2週間ぐらい前に
大変なことが起こったんです。パーッと暴れてしまう。それは何によって暴れたのかわからないですけれども、多くは幻聴とか幻覚とかそういうものに囚われて、暴れてしまうことが多いんです。そういうものがなければ、ひきこもっている方の暴力っていうのは外には向かいませんから、ほとんどは家庭内暴力で終わります。つまり、人を選んでやりますので、私が行っても殴ったりは絶対しません。親子で喧嘩を始めてくれても大丈夫です。
だけど、もし、病気があって幻聴に囚われているとするならば、何が聞こえているのかわからない私たちにとっては、やはり、きちっとした対応が必要だと思います。「そうだね」と聞いておかないとそれを否定したりしたら返って悪い場合もありますし、そこら辺の見極めというのが非常に大事になってくると思います。
で、一応こういう形でひきこもり支援がすすんできて、田辺市の場合はその背景の見極めは公的機関で行って、そして確定診断はお医者さんにつなぐ。個別支援は家族の相談も含めて行政がおこない、本人と出会った時に支援を民間の方にお願いして、居場所で体験したり、様々な体験活動したり、という風につながってきました。もちろん、すべての青年が居場所につながるわけではなく、私の相談の中だけで居場所を選択しない青年もいますから、元気を取り戻して、また自助会という青年のグループは行政の中でやっていましたので、その仲間の中には入りたいということで入って、さっき言いましたように、車の免許を取ったり、何か通信教育を受けたりとか、いろんな行動に移っていった子もいます。そういう風に公的機関と民間機関がお互いに自分たちの機能を最大限に発揮して・・・連携といっても完全に引き渡してしまうのではなく、引き続き共に関わっていくという支援を続けてきました。
＜県のバックアップ体制が整うまで＞

和歌山県に働きかけるきっかけとして、田辺市にはそのハートツリーというのがあるのですけれども、和歌山市には精神障がいの方では大きなところで“麦の郷”－「ふるさとをください」という全国を回っている、映画になった所ですけれども、みなさんも是非見てください一度。もう涙、涙ですよ。感動します。和歌山の土地柄というか、そういうものが・・・ジェームズ三木さんが出ていますが、なんていうのかな、町でそういう病気の方も、いろんな障がいを持った方も、一緒になってやっていこうというのが・・・初めは反対運動が起こるのですが、それが理解されていくのですね。そういう活動が、本人さんやご家族が自ら運動する中でできてきたというところがすごいところだと思うんです。

この和歌山には、エルシティオというところがあって、麦の郷というところがバックアップして、ひきこもりの支援があるのですけれども、その支援機関の両者が一応県の連絡会ということで、県に働きかけるのですね。

そして平成16年度に「ひきこもり者社会参加促進事業」、現在は「ひきこもりお助けネット事業」という名前に変わって、民間のひきこもり支援機関を「ひきこもり者社会参加支援センター」と命名
して、県および市町村で2分の1ずつの補助金を運営補助しています。これが精神の小規模作業所に出していた予算と同じ枠です。これプラスアルファ、精神の方の場合は出てきてくださいますけど、ひきこもりの方の場合は、なかなか出て来られないということで、家庭訪問も増えますので、家庭訪問に対する予算がまた年間最大60万円までついています。あと、精神保健福祉センターを中心に相談窓口、保健所に設置しますということで、新聞で公開されました。
地域にこういうひきこもりセンターが保健所単位でできて欲しいというのが県の構想だったのですが、場所は開いたけれども、青年がやってくるまでに至らないというところもあり、ボランティア的に開いて予算をつけるところまでもっていこうかというところまでなかなか広がらない、というのが現状です。
そして平成21年度から社会参加支援センターの機能強化ということで、精神科医と精神保健福祉士、保健師、臨床心理士といったこの４職種の専門家を、ひきこもり者の支援をしている人たちへの支援・サポート体制ということで、支援方針検討制度というのが設けられました。
今の私は、この中の保健師ということで、地元の田辺市の方に関わらせていただいています。そういう職種の人を雇い上げるのは、民間が雇い上げるのですけれども、雇い上げた補助金のお金を県が出しましょうということで、民間では専門家のいない、心ある人たちの活動なので、そういう人たちがひきこもっている人たちの受け皿としてなった時に、さっき言ったような、見立てが十分にできないことがあります。
ここで、ひきこもっている統合失調症の人が、自閉的傾向で場所を変えてここでひきこもっていたら、居場所でＯＫなのかといったら、そうではないですね。早く治療にかからなきゃいけない。どんどん悪くなってくるし、悪くなってきた時に何が起こるかわからないですよね。だから早く治療につないで
、きちっとした適切なアセスメントができるようにという事で
、専門職を入れるということになりました
。
それから、社会参加に必要な対人能力や自信の醸成などを目的とした社会体験事業に対して、補助金がつくようになりました。

そして、和歌山県精神保健福祉センターに国の新規事業である「ひきこもり地域支援センター」・・・これは18歳以上と18歳以下で県内で２ヶ所まで手を挙げられるので、精神保健センターで取って、児童相談所で取ってということで、ひきこもり地域支援センターを２ヶ所設置している県もあります。和歌山の場合は、は
精神保健センターに１ヶ所・・・だいたい700～800万の予算がつくので、これで事業が展開されています。

＜ひきこもりの背景＞

ひきこもりの背景としては、不登校が長期化して引き続いてひきこもっていたり、学校を卒業したけれども就職しないでひきこもっていたりして、本当に個別に異なりいろいろです。

たとえば、この人の
場合、高校を普通に出ていて、けっこう成績は優秀でした。家族は、友達がいないことを気にされていたんですが、学校の先生との面談では、「大丈夫ですよ」と。成績が優秀なので、てっきり大学へ進学するものだと思われていたん
ですが、３年生になっても進学先が決まらない。卒業はしたんですが、そのまま家にいる。焦りの中で、いろんな通信教育をしたりするのですけれども、友達もいないから外に出ても行かないし、携帯電話も持っていない、もちろんパソコンもしない。そういう状況でひきこもっている事例もあり、学校は苦しくてたまらなかったようです。そういう事例に共通しているのは、一番つらいのはお昼休み。休憩時間が長過ぎる。ひとりでお弁当を食べなきゃいけない。「まったく休まずに学校へそんなに無理して行ったのはなぜか？」と聞くと、高校の授業ってけっこう難しいですよね。ひとコマの授業でかなりの内容を習いますから、休んだ時のノートを写させてもらう人がいない。だからこそ休まずに行くのだそうです。だから、まじめな子は、ゆっくり休めない。

あとは、職場での対人関係や仕事に悩み、ひきこもっているケースも多いです。多かれ少なかれ、なんらかの失敗に対する挫折感をきっかけにひきこもっている。あるいは、なんらかの病気や障がいがあってひきこもっている・・・というように、ひきこもりの背景というのは本当にさまざまで、本人を取り巻く環境もひとりひとり違います。

だから、Aさんでこのように対応したからうまくいった。Bさんも同じような人だからやってみようと思っても、みんなひとりひとり違いますから、それで上手く行くとは限らず、すべてが試行錯誤です。ただ、ひとりひとりと大切に丁寧に対応させていただく中で、私の中にはいっぱい引き出しができてきて、あの手この手と使ってみて、あれもこれもといろいろ試していくことができるようになります。そしてまた、地域に支援者のネットワークが広がっていくことで、まわりからいろんな方のアドバイスを受けながら、支援を進めていくことができます。

＜病気や障がいの見極め方・見立てのポイント＞

さきほど統合失調症の話をしました。大きなところだけ見極めてもらえたらいいと思ったので、お手元の資料には、幻聴の存在と妄想のあり方とコミュニケーションの態度についてだけ挙げています。
ある事例では、ご相談を受けながら本人さんとの親御さんとの会話を聞いていても、ほとんど何もそういう風な疑いはしないと思うのに、ただひとつ気になったことがあったんです。それはテレビに映っているある政策が、「自分が小泉さんと話をしたからあの政策が叶ったんだ」と、親にまじめに話したと。私はそれがすごく気になって。いったん保健所へ紹介したんですけども、それだけでは何とも言えないと戻って来ました。
さて、それから数ヵ月後、１年ぐらいして、やっぱり病気だったんですね。本当に何か「あれっ？おかしいな。」と思うようなことがあった時の、その「あれっ？」て思ったことを大事にしてほしいと思います。ひとつだけでは診断につながらないことでも、いくつか重なれば診断の決め手になることもあるので、気になることは覚えておいて欲しいと思います。でも、こんなことは健康な人でもよくありますよ。外にいる人が自分の悪口を言っているとかね。ありえもしないようなことを言ったら気にしてもらった方がいいと思いますけれども、悪口言っているぐらいは思いますよね、私たちでも。なんか人のこそこそしゃべっている時に、私のいない時に言われたら、何か言われたのかなと思ったりとか、そういう被害妄想的な感じというのは、通常ひきこもってない人でもあります。それがその範囲なのか、病的なところを含んでいるのか。特に声が聞こえていて、誰もいないのに対話をしているような会話をしているとかね。独り言じゃないですよ、私も独り言を時々ブツブツと言いますけれども、それは単なる独り言。人と対話をしているような独り言をしているとか、そんな時は非常に気をつけます。ニヤニヤなんか急に笑い出して・・・私も何か思い出し笑いはしますけれども、思い出し笑いではない笑いをしている。なんか姿勢が奇妙だとか、そういうようなことは気をつけてもらったらいいと思います。
うつの方はみなさんだいたいわかりますね。最近うつ病もいろんなうつのパターンがありまして。たとえば職場で不適応起こすと、職場に行くとなるとパニックも起こってうつもひどくなるけれども、家にいたらけっこう元気とか。学校でもそうですけれどもね。そういうようなこともあったりしますけれども、
うつ病の方にはがんばれというのはよくないし、元気になってきた時が一番危険ですので、やはりこれも勝手に判断しないで、きちっと精神科の方へかかってもらうのがいいと思います。
精神科というのがハードルが高くて、心療内科とか内科経由で行かれたりするんですけれど・・・最近は、病院のほうでも受診してもらいやすいように、本当は精神科が専門でも心療内科の看板あげているところもありますけれども、最初から精神科の先生に行ってもらうのがいいです。薬の合わせ方が全然違います。私もちょっと眠れなくなった時に、お薬をちょっともらって、内科で、内科で
かかったりする時があるので、精神科の先生に尋ねたら、やっぱり
お薬違う
のですね。だから、やっぱり薬を合わせる
のは精神科
の先生が一番いいかなと。
これは精神発達の遅れですね。その
遅れの場合は、だいたいみなさんわかりますね。ちょうどボーダーラインのところにある・・・IQでいうと70ぐらいからちょっと前後したぐらいの人が一番
見極めが難しい感じになります。
あと自閉症ですね。自閉症は、言葉の問題、言葉が３歳未満ぐらいからずっと会話が十分でき
なかったり、対人関係がうまくとれなかったりします。言葉が話せる人でも、たとえば「手を抜いて仕事をするな！」というと、そういう慣用句や比喩的なことが理解できなかったりします。あとは強いこだわりをもった情動行動があったりしますね。何かパターン化した行動、この道をこう歩いていかなければそこへは絶対に行けないとか、そんなことを３歳以前から示します。
よく
アスペルガーとか
言われるのは、知的障害や言葉の問題はほとんどなく、５歳以降ぐらいになってから、対人関係やこだわり具合が気になるなというようなことで発見されることが多いです。最近は特別支援教育ということで、いろんな子どもさんのチェック機能もしっかりしてきているので大丈夫だとは思うんですけれど
。
今２０歳前後の子どもさんというのは、まだ当時は、軽度発達障がいということが言われていなかったので、子どもが環境に馴染めない、みんなの中に入れないことを親の子育てのせいにされ、本当につらい思いをしてこられています。自分の親からも責められ、幼稚園や学校の先生とかに責められるから・・・責めたつもりはないでしょうけど、「子どもさんしつけがなってないですね」なんて言われたら、親は子どもに一所懸命言いますよね、子どもはわかってもらえないから、あるお子さんは、ジャングルジムの上にいつも逃げていたみたいです。あと注意欠陥多動性障がいといって
・・・これは、よくADHDとかいわれるものです。お薬がよく効いて、そのお薬でコントロールすれば、授業中でもじっと座っていることができます。だいたいめやすですが、３分の１が治るし、３分の１は少し残って、３分の１は精神科にかかるようになることがありま
す。
　

＜ひきこもりの長期化の側面＞

ひきこもりの長期化の側面として、昼夜逆転というのも、逆転、必ずしもするとは限りません。さっき言ったまじめな青年なんかは、きちっと朝起きて夜寝てという感じの生活をしていました。やはり逆転している子は、体のリズムを戻すのに時間がかかると思います。病気のある場合は、先ほどから言っていますように、きちっと治療する。治療することなしには方向が見えてきません。

それから、人との交流の機会が減少して、他の人に対する緊張感や不安感が大きくなり、他人からの評価を気にするという状況では、社会に出て行くことが困難です。

あと、就労や就学以外の選択を認めない、将来はないという価値観が優勢な環境では、援助を求めることができず孤立してしまいます。この一番下のことは本当にそうでしょう。自助会でみんなで話し合った時に、ずいぶんこの社会の価値観に囚われてしまっているんですね。

まあ、確かに、食べていこうと思った時にどうしていくかっていったら・・・それこそ親が資産でも残してくれるとか、お金を残してくれない限り、最後は生活保護しかないですよね。でも、生活保護につながるにしても、そこにその人が存在しているということがわからなければいけません。

たとえば、私は前にひきこもりの講演会に行った時に、ある町で二人の知的障がいの子どもさんがひきこもっていたという話を聞きました。その親はお金をたくさん持っていて子どもたちにたくさん残しました。だけど結局、お金の使い方を知らない子どもたちは、餓死されたそうです。お金だけがあっても、人につながっていなければ、どうにもならないわけです。だから、きちっと人につながっていることが大事だと思います。

で、つぎは家族の対応のところになるんですけれども、このあたりで休憩入れましょうか？
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・【休憩】・・・
 
　では、最後10分ぐらいはご質問にお応えする時間もとりたいので、あと30分ほど、つたない話ですけれども、お付き合いお願いします。
＜家族対応のパターン＞

家族の対応ということで、みなさんもご経験されたかもわかりませんけど、３つのパターンに大体分かれると近藤直司先生はおっしゃっています。

１、叱咤激励を繰り返している。　２、本人からの暴力に屈している。　３、何もしないでひたすら見守っている。　この３つのパターンです。

ひきこもりが長引く時のパターンとして、本人は一所懸命改善の努力をしようとするのだけれど、うまくいかず、家族から叱咤激励が繰り返されるために、さらに努力をするのだけれども、また失敗して、また言われる。それで、やっぱり分かってもらえない、ということで、どんどん反発を強めてひきこもりが強化するというパターンです。

その次は、一応努力をしているけれども、原因追求に入る。本人は、「育て方が悪い、親のせいだ」とかと言いますし。これは、親のせいと言いますけれど、本当はいろんな事が複合しているんです。いろんな事に
複合しているけど、もうひきこもって
長くなると、自分と関係性を持ってくれる人は、もう
親しかいないから、こんな風にしたのは親のせいだって、非難しながらも、本当は感謝もしてます
。要するに、反発半分感謝半分という感じで、複雑な思いでいるわけです。でも、他にあたるところがない。親にあたらなかったらどこに持っていきます？　自分に持っていくしかないですよね。自分はダメだダメだって
なったらもうやっていられない。だからこそ、うまくそこから回避しようとして、そうする
。

しかし、親の方も「私たちのせいなのね。」って
、そのまままともに
受けて「私たちのせいなのね。」って
。「いや、いやいや、それはね・・・。」と言い返すことはやめてください。たとえ、そんなことはありえない、私たちはそんなこと思ってやっ
てきたんじゃ
ないという事があったとしても、それはその子がそのように受け止めたんだって
いうところで、まずは「あ、そのように思ったんだね。」と、十分に話を聞いてあげてほしいと思います。

だけど、
十分に聞くけれども、私たちのせいだけであると思い込む必要はありません。もういい年齢になってきて、二十歳ぐらいになってくると、人のせいにしながらも、（人の）せいにしている自分が恥ずかしいな、とどこかで思っているはずだからです。でも、そう思ってしまう
としんど
過ぎるから、やっていられないから親にあたるんです。何とかしてほしい、何とか助けてほしい、この場からどうにかしてほしい・・・この叫びだと思ってください。だからこそ、親を責めてくる。責めてくるから、それはそのまま受け止める。そのことが大事です。

で、それが他罰、自責の悪循環を繰り返してしまうと、ますますまたひきこもりは強化します。

３つ目は、さっきの最初の
パターンとこのパターン
で、疲れ果てた人たちというのは、もう
落ち込み閉じこもり、とにかく触らんようにしよう
、腫れ物に触るような形になって、まったく会話をしようとせず関わろうとしない。で、コミュニケーションはますます減少して、ひきこもりはどんどん強化される。本人は何も出たいとも思っていないし、今のままでいいみたい、とご家族がおっしゃることもあります。

なかには、支援者でも、ご家族がそういう風に言われたことを真に受けて、「親御さんも別にひきこもっているから出てもらいたいとまで思ってないみたいだ。親もそんなに意欲を持ってないような気がするし、本人も何の欲望も持っていないような気がする。」なんて言う支援者もいらっしゃるんですよ
。でも、それは違うと思います。みなさんもう疲れきっているんです。これ以上何か
にぶつかって、そこ
に自分が向き合うだけのエネルギーが残っていない・・・これが本音のところだと思うんですね。だから、それをどうやったら少しでも前向きに持っていけるかを模索するのが支援者なんですね。

＜家族の基本的な心構え＞

基本的な心構えとしては、斎藤環先生がよくおっしゃるのですけれども、私は斎藤環先生の「ひきこもり対応マニュアル」という、このぐらいの分厚い本ですけれど、あれはお薦めですね。本当にいいことが書いてある。みなさん、読んだことありますか？　あれは、何か困った時に読んでみたら、「あー、なるほど。」と思うような事がよくあります。本当に本人が安心してひきこもれる環境をつくってほしい。本人の居場所をきちっと保証
してあげてほしいと思います。

私は、本人が外に出てきた時、本人との面接の場でも自助会の場でも、私から言うことはないって
さっきも言いましたけれど、あるメンバーさんが言いました。「目良さんって本当に長いことお会いしているけれど、目良さんからそんな話が出てこないよね。」と。出てきたってすぐには飛びつきません。ぼちぼち学校ちょっと行ってみようかなとか、仕事してみたいと思うんやけどって
言われたら、「あーそう思ってるんやね」と言って聞きます。もちろん、ときには「どんなことしたいの？」とかは聞いたりはしますよ。こんなこと、あんなこと、そうかって言って。「まあ、また一緒に探してみようか」というぐらいで終わります。探し出したりはしません。

だいたい親御さんのパターンを見ると、ご相談に来た時にそう言われた親は、必死になっていろんなこと探しています。資料集めて。で、もう
言わないのに
机の上にわざと
置いて、目
が触れるようにして、余計追い込むようなことをしているんですね。

居場所とかに行くのは、置いておい
てもらってもいいかな・・・別に勉強とか本人にとってプレッシャーをかけるようなことを言わ
ないですからね。楽しいことをしに来るって
いうだけならいいのですけれど。けっこう本人が一番気にしているところ
をしたりするのです。だから、かえって追い込んでしまう。本人自身が自分を追い込んでいるんですよ。とにかくちょっと信じて待ってあげることですね。

私の場合は２回目過ぎ、一応は用意をしているんですけれど、出しません。本人が求めている、たとえば、学校へ行きたい、「通信制の何かないかな？」と言ったら、そういう資料は調べてみます。とりあえずは。でも、カルテの奥に挟んでいるけれど、出しません。で、何か言い出したら、「あ、なんかそんなこと言ってたよね」と言って。なおかつ自分でも、「探してみた？」とかとは聞いても、私が探してこんなのっていう風には絶対出しません。

それをずっと何回か重ねて、何回も何回も自分もやっ
てみたのだけれど、どうなんだこうなんだって。あ、この子本気だなと思ったら、私も探してみたけれど・・・って
そろそろと出してみる。まあまあ見といて、ぐらいで。だからどうなんてこと言わないし。いっぱい情報を調べていたとしても言わないです。そうやって本人が自分の中で少しずつ前へ進んでくれるのを待ちます。

というのは、その子の思っている以上にこちらが提示した時、その子はしんどくなってね、あ、やっぱりあんなに言ったけど。だいたい私に仕事とか学校とかの話をした次の時は、多少緊張してきているんですよ。今度言われないかなと思って。で、私が一切出さないで帰っ
たら、何か拍子抜けしたような感じですけど。帰って行きます。で、何回かしたら、「前に話した…」と言い出す子もいます。そういう葛藤を何回も繰り返しながら、自分でちょっとやってみよう、だって失敗したっていいじゃない、また考えたらいいよね、みたいな。そのぐらいの軽い気持ちでチャレンジできる、それが大事かなと思います。できるだけ親は・・・支援者もそうですが、本人の前を歩かない。後ろを少し寄り添う程度で行くのがいいかなと思います。で、怠けだとか甘えだとかわがままなんていう言葉は本当禁句です。

ご両親がいらっしゃる場合は、ご両親で考えがあまり食い違わないように。一致団結してほしいなと思います。お母さんに言ったらこうだった、お父さんに言ったらこうだった。もう、本当に夫婦喧嘩を始めるご家族も何件も経験しました。そういう家族の方がやっぱり時間はかかります。でも、本人に出会えたら、本人と一緒に「親は親、親の人生だと思ってあきらめよう。」という作業に入ります（笑）。本当に。

だけど、本人が自分のことをきちっとわかってくれる人に出会えたら、そっちと話をし出したり、仲間と話をし出しますから。親がどうであろうとそういう風にはなってくれます。でも、出会えなかったらそれができないです。やっぱり親との関係の中でしかできないわけですから。

親が自分のことで揉めている・・・自分のことじゃなくても、喧嘩しているのを見たら、また自分の事で揉めているんじゃないかって、こんなに耳大きくして聞いているんですよ。それが事実のようですね。だから、ちょっと被害妄想的になってしまっている。そういうこともありますから、できるだけ気をつけてもらいたいなと思います。

北風より太陽、愛情より親切と書いていますけど、よそのお子さんを預かった時にどのような対応をするか、それをちょっと考えてもらったらいいと思うんですね。今ひきこもっているお子さんが預かった親戚の子であったら、どうするでしょうか。たぶん、そうだったらしないことまで入り込んでやっちゃてるはずなんですね。親子の場合。その距離感っていうのが非常に大事になってきます。

あと、おこづかいね、まったく欲しがらないからまったくあげてないといわれる家族もいるんですけれども、やはり欲望がまったく無いと、お金をほしがりませんよね。欲しい物も無いから。ふんだんに食べ物だけがあれば何とかなるけれども。なかには、あれもこれも買って来てって、何でもかんでも要求して、全額はたいて買って来るご家族もあります。その場合はやはり一定に調整してもらった方がいいです。たとえば２万円なら２万円って。でも、まったく０円だったら、たとえば、外へ少し出かけて行く青年は、欲望を出すことができないです。だから、何か
物欲があるっていうのは社会参加の一歩になると思っています。

あと、暴力は社会的なひきこもりの人の場合は他人に対しては出ませんけれども、親に対してはどうしても出てきますね。特に男の子がお父さんにとかいうのはよく聞きます。暴力は徹底的に拒否してください。暴力をされるのであれば、家を出るしかない、というぐらいの覚悟で。で、いったん拒否をしてもやってくるということであれば、いったん出てもらって、外から電話を入れて、暴力がないという事が約束されて落ち着いたら帰る、という避難をするという事が大事だと思います。

あまりひどい時は、事件が起こってしまったら、最悪ですから、警察を呼んでください。実際警察を呼んだところもあります。特にね、暴力になって、本人だけじゃなくて、お父さんもやっちゃうんですね。で、本人が警察を呼んだ事例もあります。後にみんなの中でちゃんと語ってくれたので、みんなも「おぉー。」とか思いながらだったのですけども。でも、警察の人はいい対応されますね。今は交番の人もそういう役割があるのですね。

あと、原因の追求と犯人探しはやめましょう。いろいろ追求してみたところで過去には戻れません。今いろんなことが考えられる中で、どうしていったらいいのかというのを考えていったらいいなと思うんです。今の現状をまず受け止めるところからスタートしてほしいなと思います。親もプライベートを楽しんでほしいなと思います。

相談に来られたお母さんがずっと仕事をされていまして、「子どもさんがこうなってしまったのは私のせいかもしれない。十分にかかわってあげられることができなかったから。もうちょっと定年には早いんですけど、早く辞めましょうか。」とおっしゃるので、私はどの方にも「そんなこと言わないで下さい。」と言います。辞めないでください。息子のためにとか娘のために辞めるのはダメです。自分が何かをするため、あるいは自分が働いている間、この子を見てもらった親が寝込んでしまったと。そのご恩返しに親の介護をするからお辞めになるというなら、OKです。でも「子どもの為にはしないで下さい。」と。それは子どもにとって負担になる他何もないです。せっかく親のいない間、自由にできる時間を、親がずっと家にいることで却ってしんどかったり。みんな悩んでいますよ。
ちょっと出てきた子どもさん。出て来れるようになったら、出てきている時は息抜きなんですよ。そして家へ帰るしかないでしょう？　そしたら家に帰ると、お父さんもうじき定年なんだとか悩みを言ったりとかね（笑）。あ、そうなんだとか思って。「他の第二の仕事探しませんかとか、なんかボランティアとか、楽しいことしませんか」と言いながら
話します。ある一定の距離が必要だったりしますね。
私も、けっこう関係性ができたご家族とは、言いたい放題いろいろ言ってきましたけれど。もう最後、私が辞める時には、お父さんも私も涙、涙でしたが。
まあ、でも、お父さんやお母さんも家族会に来られまして、喧嘩しているご夫婦でも来られるんですよ。一緒の
横同士に座っているのは
まだいいけど、離れて座っていて
も来られるんですね。
で、お母さんの言い分を聞いて、他のお母さんがお父さんを責めちゃうとか。いろいろしました（笑）。また、別のお父さんが・・・またそのお父さんはお父さんで別の課題持ってらっしゃる
のだけど。そのお父さん、
「それはまずいよ。子どもにとって。」みたいに言っていらしたんですけれど。やっぱり他人のことはよく見えます。だから、家族会っていう存在は、そういう意味では非常に意義がある。
そのお父さんが、かなり
みなさんから言われていて
・・・内心ちょっとなんか
かわいそうかなとか思いながら、でも、めげずに来てくださるんですね。で、面談の時に「目良さんよ、この間ワシ何であんなに言われたんかいな。」私もですね、「なんだと思います？」というふうに一緒に考える作業をしたりね。「こんな事がお母さんは言いたかったのでしょうね。」と。他のお母さんたちも。「だって、他のお父さんだって言ってたじゃないですか。」とか言って。やっぱり変われないんですよ、なかなか。頭でわかっても
変われないんです。たぶん、心からわからないんですけれど。だけど、そんな風なんですよ。でも、そんな会話ができるようになるだけ、随分変わるのですね。たぶん、帰られてご家族はずいぶん変わられる。「家族会であんなに言っていたやん。」と、お母さんも言えるし、お父さんも「そうやったな」とか言いながら、また、同じことを繰り返してというのもあるでしょうけど、子どもはその一部始終を見てる
。そうしたちょっとした変化が家の中の空気を変えるんだと思うんですね。

片一方の・・・両親そろってらっしゃるのに、片一方の親は何にも関知しないというのはまずいですね。単身赴任でどこかに行ってらっしゃるのならまだいいですけれど、とりあえず家に帰ってきて寝られる
のであれば、子どもに対して、何か一緒に自分が関わるところがあるはずです。その部分をきちっと共有して関わる。たとえば、お父さんは、お母さんの愚痴を聞くだけでもいいんですよ。それだけでも随分サポート、直接的に本人に何もしてなかったとしても、お母さんは楽になりますからね。
＜心の容れ物の大きさと、お互いの捉え方の相違点の把握と理解＞

私は、よそでいろいろ話
させてもらったときに、「ひきこもり相談の担当になりました」と言うと、「ひきこもりだけを担当していたんですか」と言われる事がときどき
あるんですね。保健師というのは生まれてから亡くなるまでのいろんな人の様々な人生に関わる、健康づくりであったり、病気の予防の仕事であったりするんです。それが個人だけではなくて、まわりの環境とかすべてを含むわけです。そうすると、ご相談に来られる方というのは、ひきこもっている青年のことで来られるわけですけども、悩みはそれだけじゃなく、いろんな悩みを抱えていらっしゃる。
人間というのは・・・たとえば、このぐらいの容れ物が心の大きさだとしたら、ここに水をこれ以上加えようとしたら溢れちゃいますよね。これ
なんとか捨てなくっちゃ。そしたら
半分ぐらいになったらまた水がストレスだったとして、加わったとしても持ちこたえられるけれども、それ以上に来たらまた
壊れちゃいますよね。それと同じで、その方の持っていらっしゃるストレスの片付けやすいところから整理していくということを私はやってきました。
たとえば、お姑さんがご一緒で、どうも自分は本人さんにこういう風に接したいと思ってはいると。本でも読んでみたらこうだ。でも、おばあさんにこんな風に言われるのだと。で、ものすごくしんどい。お父さんも同じになって
わかってもらえないとかね。そうしたらもう、家族相談に入ります。お姑さんがお元気で動いてくださる方なら、お姑さん個人で来ていただいて、お話を聞きます。そんな中で「お孫さんのこと非常に心配されているんですよね」というところから入って、今来られた方のサポートをいかにするかが支援だと私は思っているんですね。だから窓口に来られたら、本人であれば本人の支援だけど、家族が来られたら家族へのサポート、おばあちゃんが来られたらおばあちゃんへのサポートだと思っています。
その中で、自分だけ
が思うようには世の中は回っていない、という現実を受け止めながら、その中で自分はどうやっていくか、どう考えていくか、物事を捉えていくかということを一緒に考えていく作業をします。
何が正しくて、何が間違っているということではありません。人間ひとりひとり顔かたちが違うように、みんな同じストレスのように思っても、抱えた時の反応の仕方というのは人それぞれです。だから、その人それぞれが家族の構成員としてあるわけだから、その中でどうやっていくか・・・なんです。

たとえば、お年寄りのおばあちゃんを抱えて、在宅介護が大変といった場合・・・さきほどもそんな話を出しましたが、その時、そこにケアサービスを入れていくか。で、もしおばあちゃんをちょっとの間預かっていただくような所があれば、お母さんはちょっと気持ちが楽になれるんではないか、とそういうことを考えたりします。

また、ひきこもっている子どもさんのご兄弟の
障がいが重くてということで、学校その後のことが非常に心配で、そこへ持ってきて
この子がいると
いった時は、そちらの方の制度を
今ある社会資源で
活用できるので、そういう方
を調整したり、たとえばお父さんがアルコール中毒
になっているという時には、アルコールの
治療に入ってもらったりします。そうやって、まずはその人が背負っている荷物の重たさを少しでも軽くしていくという作業に入って、そうしてゆとりができれば、ひきこもっている青年とも十分に対応し、向き合っていくことができる状況が生まれていくって
思うんですね。
なかには、借金問題で大変だった人もいます。私は借金を解決することはできませんが、法律相談につなぐことはできました。で、法律相談につないで、家が競売になりました。家は競売になって安く叩かれて買い戻すわけなんですが、そこが仕事をする場でもあったんですね。家を失うと共に、商売、仕事を失うことになるわけです。その
ストレスの中で、そりゃ子どもだって大変ですよ・・・親だって大変だけれど。でも、戻ってきた
時、子どもさんもしばらくして本当に元気になり、外へ出かけられるようになり、お母さんにも笑顔が戻ってきました。非常にニコニコされて、「子どもも元気に仕事し始めました。」と伺ったりすると、あー、よかったなぁって思います。

いろんな事が家族の中であって、それぞれみんなが微妙にストレスを抱えているか
ということだと思うんですね
。それをいかに調整するかということが大事なんだと思っています。たとえば、みなさんプライベートでけっこう楽しい事を趣味として持っていらっしゃるのにやめちゃうんですよ。だから、私は「やめないで」と言います。「だってね、そこに行っていても頭から離れなくって。」「子どものことが離れないから。」と言われる。でも、
考えるのもその時間だけど、考えないのもその時間でしょう？どんなにやってみても時間は過ぎていきますし、状況は変わらないですよね。だから、自分ができるだけ鬱々とならないように気持ちを切り換えるということも大事だと思うんですね。

今日は時間の都合でお話しばかりになりましたけど、本当はワークをやろうと思って準備してきたんですね。そのワークの中で、人はそれぞれ捉え方が違うよということをやりたかったんです。ワークと言うと抵抗感を持たれる方もみえるようですが、自分の問題を暴露しようとかそういうことではなく、何かものの見方をちょっと変えてみて、子どもさんをどう捉え、自分をどう振り返り、どうするかって
いうことによって、ものの見方が少し変わっただけで、ここの手元では１mmしか変わっていないのに、先ではうんと大きな変化になって、変わってくるというのが多々あるので。
たとえば、ご家族の方が相談に来られたとき・・・私のところへ来ながら、１回目、２回目、３回目，４回目、５回目ぐらいまではいいんですが、６回目ぐらいになっても、本人があまり変わらないでしょう？　いや、そんな半年ぐらいではなかなか変わらないですよ・・・それで、「あんまり変わらないし、変化もないし、今日は何を話しましょうか。」という感じになっちゃって、全然違う話を・・・勤め先のストレスとか、近所のもめ事とか、そんなことを一方的に語って帰られたりするんです。「今日は子どもの話はひとつもしなかったですね。」と言われて帰られる。でも、きっと少しは軽くなって帰られたはずで、それが大事なんだと思うんです。何でもかんでも人に話せられないでしょ。そもそも話したいことを話せる人を外に持っていたら、相談になんて来なくていいけれど。何でもかんでも家のことを暴露してしゃべれ
る相手って、そんなにいないん
だろうなって
思うんです。

だけど、私も本当にいろんな事を、何年もお付き合いしたご家庭は、私は家族の構成員ではないんですけど、こんなに知ってしまってもいいのだろうかと思うくらい本当にいろんなことを知りました。もちろん、支援に必要のないプライベートに関わるようなことは、努めて忘れるようにはしていますけれど、本当にそのぐらいみなさん重たいものを背負ってらっしゃるんですよね。

＜コミュニケーションの回復。「会話」がすべて＞

あとは、コミュニケーションの回復です。まったく会話をしないで安定している、これはまずいです。だから、できるだけ会話を取り戻していく。そのためには何が大事か、まずはあいさつからです。どこかに出かける時は、外からでもいいから、「出かけてくるね、お母さんここここに行ってくるわ。」帰ってきたら、「ただいま、帰ってきたよ。」とか、声を掛けてほしいと思います。

本人さんとまったく顔も合わさない、夜みんなが寝静まってからお風呂へも入るし、ごはんも食べるんだっていうご家庭もありました。でも、会話のコミュニケーション
をこまめにすることが大事なんです。ごはんも運んでいらしたので、「ごはんのところにメモをつけて」とか。「でも本当は、部屋にごはんを運ぶのはよくない。それぐらいなら、早く寝て、部屋から出て来られるのを待ってあげた方がいい」って、そんな風にも言いました。

できるだけ、家の中で何もかも、部屋の中で何もかも完結するのではなくて、ごはんが一緒に食べられなかったら、先に食べて、「あとはここに置いてあるから、また
食べてね。」と言って、台所には入っていかないとかね。そんな風にして、少しずつでも距離を縮めてほしいと思います。

さきほども言いましたが、本人からの訴えは遮らず最後まで聞く、これが原則です。話して話して話し尽くしたら、本人は、なんとなく話したつもりでいても、そのことで自分の中で自分のことを整理できるんです。それはご家族の相談でもご家族がそうであるだろうし、本人さんから相談を受けていてもそう思いました。

たとえば、学校でいじめがあって、「腹が立って仕方なかったんだ。あの友達がどうでこうで・・」と、いっぱい話す。そして今度は、お母さんがどうでこうでといっぱい話す。そんなふうにいっぱい責めて、責めて責めて話しきった後、最終的には私がこんな風にできなくってどうだったって、自分を責めにいく。でも、そんな自分を受け止めて、あ、みんないろいろなんだよな、という風に落ち着いていくって

いう・・・それが長い時間をかけて、あるんですね。あー、
変わってきたなって思います。

私は、別にその
ことにコメントをするわけではなくて、そういう風に捉えたんだよね、いやそれはつらかったよねとか、その子の気持ちに寄り添って話をするだけです。けっしてその子の言っていることを肯定するわけではありません。それはお母さんが悪いよとか、それはいじめた人が悪いよとか、そんな事を言うわけではない。判断したり批判したりする立場ではなく、本当にただただ聴くだけ。で、そのことによって、現実は変わらない中で、今からどう進んで行こうかということを考える作業に入っていきます。会話は、できるだけ本人から遠い話をしてください。たとえば芸能界の話でもいいですし、オリンピックの話でもいいですし、何でもいいですから、外の話、遠い話をしてください。

それで、関わり方についてですが、「何でもっと積極的に関わろうとしないの？　いつまで待っているつもりなの？　どうして真正面から向き合わないの？」と家族は、まわりから、たとえば親戚の人から、おじいちゃんやおばあちゃんから背中を押されてきたと思います。そう言われるまでもなく、本当に積極的に関わろうと努力し、そっと見守ってきた。たぶん恐らく思いつく限りの努力はされてこられたと思うんですね。でも、このように否定形に詰問されて、いったい何が変わりますか。ただ嫌な思いをするだけですよね。「どうすればいいのよ。」と思うだけですよね。

＜発する側と聞く側では違う＞

言葉を
発する側と聞く側では違います。「これからどうしたいのか。」、「どのような方向に向けて変わっていきたいのか。」、ゆっくり耳を傾けて聞いてほしいと思います。お母さんたちができる事は、本人さんに対してですよね。

で、支援者は、お母さんに対してだったり、本人に対してだったりします。で、そういう風に思うんですね、「あーよくわかるわ。そうですね。」という風に、肯定的に聞きながら、最後はその人が自分で選択していくということだと思うんです。で、がんばってほしいという情緒的な応援だけではなくて、ひきこもり状態からの脱却に向けて、身なりを整えて、必要な教育
を受けるための経済的支援、状況提供、そして思いやりのある支援
が必要です。

「経験がないのにどうしてわかるの、これ以上何をがんばれというの。」こういう声が聞こえてきます。私も相談を受けながら、面と向かってそんな風に言われたこともあります。「あんたな、あんたに何がわかるんや！」といきなり。

お母さんの相談を受けていて、後から来られたお父さんがみえました。
お母さんの話を聞いて納得できず、お父さんが来られたんですよね。たぶん、お母さんが私との会話をそのままお父さんに伝えちゃっ
た。それで、お父さんは怒れてきてしまったんです
（笑）。別に私はお父さんを批判したわけでも何でもないんですよ。だけど、そういう風に受け取られてしまう。お母さんとお父さんと話が合わなければ、私がお母さんの話をそのまま受け入れて受け止めたら、当然お父さんに対してはカチンとなりますよね。それで、そういう風に言って話される
のですけれど、あ、お怒りになったんだなと思いながら、話を聞いてみますと、だんだんと静まってくる。

親子で来られたご家族も、もうこのままだったら殺されるかもしれないから、お父さん逃げようかなと仰ってい
たようなご家族が、子どもさんと一緒に来られまして、本当に物が飛ぶかもしれないなと思うくらい怒っていました。でも、話しながら
、わーっとゆでダコに
なった顔がだんだんと収まってくるんです。

第三者が入ることによって、お父さんも冷静に話を聞くことができた。そのお父さんの理解の難しい部分を、こういうことなのかなと本人に確認をしながら、お父さんに伝えてみる。そのことによって１時間ばかりの大変な時だったのですけれど・・・収まって、最後は一緒に帰ってお寿司
を食べて帰られた。

やっぱり、人の話を聞くって
いうのはそういう事なんだなって思うんですね。話すことによって、みんなが落ち着いてくる。家族とのコミュニケーションが保たれれば、家族の心労は軽くなる。

直接のやりとりにこだわらなくてもよい。メモはね、一方的になりやすい。食卓のお膳の上に乗せることでもね。携帯メールは侵入的で論外です。でも、パソコンのEメールは、見ようと思う気になるまでフタをしたまま置いておけるというメリットがあります。こういうやり取りを、その場に応じて使い分けいろいろと活用してみてもいいと思います。ただ本当は、肉声でやりとりをしてもらうのが一番いいです。
ひきこもっている本人さんには、「ちょっと困っているけれど。」とまわりの誰かに言葉にして伝えてほしいなと思っています。お試し気分でいいから、うまくいかなければ、自分で相談相手を変えたらいいのです。相談員さんは掃くほどたくさん居ます。で、その中から自分に合うなと思う人を選んで、関わってもらったらいいのです。きっとホッとできる人や頼りになる人に出会うことができると思います。
＜家族や親に対して＞

これは、ある支援機関のところにちょっと関わりがあって、青年たちや出てきている人たちの声を拾わせてもらったんです。紹介していいよと承諾を得たので。してほしかったこと、してほしくなかったことです。
○してほしくなかったこと
　無理矢理何かをさせられること。学校へ行かせられること。仕事をさせようとすること。カウンセリングに通わせること。
○してほしかったこと
　じっくり話を聞いて欲しかった。話を聞く時間を作ってほしかった。子どもに理解を示してほしい。子どもの敵にならないでほしい。家庭内を安心できる場にしてほしい。ストレス、プレッシャーはしんどい。子ども部屋は聖域である。

　あんまり無造作に侵入してこないでということだと思うんですね。家の中が怖い。敵がいるところにはならないでほしい。しんどさが言えなくても、親には気づいてほしい。自分が溜めていたことに対して謝ってほしかった。

○親に対して願うこと

　変わってほしいけれど、変わってほしくない。放ってほしいけれど、無視はしてほしくない。自分でもいろいろ考えているので、少し待ってほしい。容易に学校に行けと言ってほしくないけれど、行かなくてもいいとも言ってほしくない。学校に行ってない時は自己嫌悪に陥っているので、家の中は安心できる場にしてほしい。どうしようもない時、頼りになるのはやはり親なので、すぐに助けてくれる頼れる親でいてほしい。自分のことをどうせわかってくれないと思っているけれど、本当はわかってほしい。何とかわかってほしいと思っていることに気づいてほしい。

○こんな僕でもいいですか

　人が怖い。人間関係に自信がない。自分が好きになれない。僕は今、地獄の下の下に落ちている。学校に行くのも地獄、学校に行かないのも地獄、だけどその苦しみを表さない。絶対に表さない。だから苦しみが倍になる。三重苦。学校に行かない、仕事に行けない、そのこと自体が苦しい。ひきこもることで２つ目の苦しみを味わう。３つ目はそれが言えない。いつもわかってもらえないという思いで、自分で抱え込むから三重の苦しみになる。

　以上です。

これが本人たちのメッセージです。私はこの言葉に触れた時、あー私が関わってきた青年たちもみんなそうだったなって、思いました。きっとみなさんのおうちに居る子どもさんも、そうなんだと思います。こんな気持ちを背負いながら葛藤しているってことです。そんなことにちょっと気がついてもらって、何か今日は持って帰っていただけたら、と思います。ご家族も本当に大変でしんどいと思いますけれど。

奈良の方へもまたお越しください。（了）
 
※質疑応答 （省略）
平成２１年度　若者の自立を考える保護者向けセミナー　津会場


演題：実践から見える支援のあり方　〜そのとき家族は〜


講師：目良　宣子氏（畿央大学健康科学部看護医療学科）


日時：平成２２年　２月２１日（日）13:30～15:30


会場：アスト津３Ｆ　ミーティングルームＡ＆Ｂ
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